


　福井県あわら市と下妻市が平成27年11月16日に姉妹都市を締結して８年が経ちますが、これまでさまざまな
交流が行われてきました。そこで、どうしてあわら市と姉妹都市を結ぶことになったのか、両市の関係について
歴史的背景をまじえながら、今月号から３か月にわたりご紹介していきます。
　今月３月16日には、北陸新幹線が敦賀駅（福井県）まで延伸開業し、東京から乗り換えなしで「芦原温泉駅」（あわ
ら市）へ行くことができます。あわら市の魅力もご紹介していきますので、ぜひ、北陸新幹線でお出かけになり
ませんか。

姉妹都市締結までの経緯

　戦国時代末期の戦国武将の多賀谷氏が縁で、下妻市とあわら市は姉妹都市の盟約と
災害時相互応援協定を取り交わしました。　
　下妻の地を治めていた多賀谷重経（しげつね）の嫡男として、1578 年多賀谷三経（み
つつね）は生まれました。1600年の関ヶ原の戦いにおいて、三経は仕えていた徳川家康
の次男・結城秀康が、上杉景勝の南下を抑える重要な役割を担っていたため、対上杉
氏の先陣として、現在の栃木県大田原市に出陣しました。
　関ヶ原の戦い後、三経は、結城秀康が現在の福井県福井市へ転封するのに従い、現
在のあわら市に領地を得ました。1607年、彼の地で亡くなった三経の亡骸は、あわら
市の専教寺に葬られ、そのお墓は現在でも地元有志による「多賀谷左近三経公奉賛会

（ほうさんかい）」によって護られています。
　一方、下妻でも地元有志である「多賀谷時代まつり実行委員会」が、かつて下妻市
が城下町として栄えた歴史や文化を守り、後世へ引き継いでいこうと、毎年４月に多
賀谷城跡公園において「多賀谷時代まつり」を開催しています。
　多賀谷時代まつりでは、甲冑姿の武者行列や川越藩火縄銃鉄砲隊保存会による砲術
演武が披露され、時代絵巻のような華やかさです。この時代まつりに、あわら市の奉
賛会が訪れるなど、両市の市民が交流を深めてきました。こうしたことがきっかけと
なり、さらなる交流を深めるため姉妹都市を締結するに至りました。

３か月にわたって

歴史を紹介します！
３か月にわたって

歴史を紹介します！

　『多賀谷系図写』（元禄家伝文書）では多賀谷氏
は桓武平氏であり、相模国金子に居住していた
金子十郎家忠という武士が、鎌倉幕府の御家人
として源頼朝から武蔵国騎西荘を与えられ、そ
の子家政が居住地の郷名多賀谷を名乗ったこと
になっています。
　しかし、「武蔵七党系図」によると、野与光基
がはじめて多賀谷を名乗り、金子家政はその家
を継いだことになっています。この点も問題で
すが、一般的に多賀谷氏は、武蔵国多賀谷郷（現、
埼玉県加須市内田賀谷付近）を本貫とする鎌倉御
家人と考えて宜しいのではと思われています。
　その後、多賀谷氏が治めていた多賀谷郷が康
暦二年（一三八〇）に起った小山義政の乱の結果、
足利氏満（二代鎌倉公方）より結城直光に恩賞と
して与えられたことから、多賀谷氏は結城氏の
家人となったと伝えられます。
　時は下り、永享十年（一四三八）、鎌倉公方足
利持氏が室町幕府六代将軍足利義教に反抗しま
した。その際、関東管領上杉憲実が幕府の味方
をし、持氏と対立（永享の乱）、翌、永享十一年

（一四三九）持氏が自害しこの乱は終結しましたが、
その翌年、永享十二年（一四四〇）自害した持氏
の遺児であった安王丸、春王丸兄弟を結城氏朝
が結城城に迎え、足利幕府軍十万余の軍勢と戦
いました。結城家の家臣であった多賀谷氏も結
城氏とともに幕府軍と戦いましたが、嘉吉元年

（一四四一）、結城城が落城。結城氏朝をはじめ
多賀谷彦太郎ほか、結城、多賀谷一族主従は悉
く戦死し、安王丸、春王丸は幕府軍の捕虜とな
って京都へ護送される途中、美濃国垂井で殺さ
れました。これが世にいう「結城合戦」です。

　安王丸、春王丸の弟に、万寿王丸（足利持氏の
子）がいました。永享の乱後、万寿王丸は、信濃
国に身を潜めていましたが、文安四年（一四四七）、
鎌倉に復帰し、その二年後、宝徳元年（一四四九）、
足利成氏（万寿王丸）が鎌倉公方に就任します（諸
説あり）。この成氏の公方就任にともなって、幕
府により結城氏の再興が許されることになり、
結城氏朝の末子、成朝が結城家を再興しました。
諸説ありますが、成朝は「結城合戦」の時にま
だ三歳でありましたが、家臣多賀谷彦次郎が成
朝を懐に隠し、佐竹氏を頼って落ち延び、結城
家の血脈を護った（『鎌倉大草紙』）、とされてい
ます。この結城氏の再興により、多賀谷氏も復
帰します。
　享徳三年（一四五四）、関東管領上杉憲忠が、
対立していた鎌倉公方足利成氏の命を受けた結
城成朝に従った多賀谷氏家（下妻多賀谷氏初代）、
高経（一説に朝経）（下妻多賀谷氏二代）によって
討たれました。『鎌倉大草紙』によると、この功
績により多賀谷氏は鎌倉公方足利成氏より「多
賀谷」の名字と常陸国に所領を与えられたとい
います。また、『多賀谷家譜』では、「三之褒賞」
として、多賀谷家の紋（瓜に一文字）、関東諸士
の会合時における特別席、常州河内郡（関三十三
郷＝関郡）が与えられた、としています。
　このような中、康正元年（一四五五）下妻城（別
名：多賀谷城）の築城が多賀谷氏家によって開始
され、寛正二年（一四六一）完成したといわれて
います。これが事実とすれば、下妻城築城は、
氏家が関郡を与えられた直後となります。以上
が、多賀谷氏が下妻にお城を構えるまでの経緯
です。　　　　　　　　　　　　（次号に続く）

紹介紹介

紹介紹介 歴史の教科書に出ている人物と多賀谷三経の関係図
北陸新幹線  芦原温泉駅
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令和 5年度

図上訓練を実施
　２月４日、大規模災害を想定し、図上訓練を
実施しました。
　図上訓練とは、地図を用いて地域で大きな災
害が発生する事態を想定し、その被害を最小限
に抑えるために、とるべき行動を訓練進行役の
指示のもと、シミュレーションする効果的かつ
効率的な訓練のことです。
　従来のシナリオ通りに実施する訓練とは異な
り、参加者が災害発生時にとるべき行動を自ら
考えて、最善の行動を導き出す必要があり、有
事の際もその経験を基に迅速な初動対応ができ
るようになるため、高い効果が得られる訓練で
す。
　今回は、「大雨による河川氾濫の危険」という
想定で訓練が進められ、災害対策本部の設置や
避難指示の発令、避難所開設と刻々と変わる状
況に対応する訓練となりました。
　今後もさまざまな訓練を重ね、いつ発生する
かわからない災害に備えていかなくてはなりま
せん。

災害箇所を地図に示し状況図を作成

災害対策本部会議の様子 アプリを使い情報を共有

ホワイトボードを使い情報共有災害情報の収集・分析
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　１月25日、下妻市と EL APSC合同会社は、「災害時
等での施設利用の協力に関する協定」を締結しました。
　協定の内容は、市内での大規模災害発生時に、EL 
APSC合同会社の施設を一時避難所として避難者を受
け入れ、被災者を支援するものです。
　EL APSC合同会社の馬

ば

場
ば

俊
とし

之
ゆき

下妻工場長は、「ぜひ
地域のお役に立ちたい。命の危険が及ぶ場合には、か
け込んでいただきたい」と話していました。

 消防防災課

EL APSC合同会社（エスティローダー）と災害協定

　１月13日、市立図書館において、平間病院の内科医
である宮

みや
原
はら

彩
あや

美
み

医師による在宅医療・介護に関する講
演会が開催されました。
　講話では、「私はこの先どう老いていくの？」「親には
どうしてあげたらいいの？」と題し、自分らしく生き、
そしてよりよい最期の時を迎えるための「人生会議」
の話がありました。
　参加者は、自分のこれからの医療や介護を受けるに
あたって、意思表示のための「事前指示書」を実際に
書くなど、身近なこととして体験することができまし
た。 　　　　　　　　　　　　　　　  長寿支援課 

在宅医療・介護に関する講演会
最期まで自分らしく

　２月11日、17日、18日の計３日、第24回公民館まつ
りが千代川公民館で開催され、約1,700人が来場しま
した。
　まつりには市内の各公民館教室や利用団体など延べ
54団体が参加し、ステージ上での発表、作品の展示、
会場での体験コーナーを通して、日頃の活動の成果を
披露しました。ステージで発表を行った方は、「たくさ
んの方の前で披露できる機会があることが、今後のモ
チベーションにも繋がります。公民館まつりに参加で
きて良かったです」と話していました。

 千代川公民館

公民館まつりが開催

　２月17日、市役所において、障害がある方への理解
促進を図るための講演会を開催し、23人が参加しました。
　講師に自閉症スペクトラム支援士で、認定NPO法人
日本ポーテージ協会認定スーパーバイザーとしても活
躍の加

か

藤
と う

香
かおり

氏をお招きし、「障がいのある子どもをも
つ家族～その形を考える～」をテーマに講演が行われ
ました。
　参加者からは「講義は大変わかりやすく、グループ
ワークも楽しかった」「きょうだいにスポットをあて
た講話は大変参考になった」との感想が寄せられまし
た。 　　　　　　　　　　　　　　　　　  福祉課

障害者等理解促進研修・啓発事業講演会

　１月19日、性や多様性を学び考えるための講演会を
下妻公民館で開催し、約40人が参加しました。
　講師には、自身の性別に関する葛藤の経験から、多
様性の価値観について考える機会や考える材料を社会
に提供することを使命として活動しているダイビーノ
ン代表あっきー（飯田あきる）先生を迎え、「性別でみる
多様性と人権～自分の性別に向き合うことから始めて
みよう～」をテーマに講演をいただきました。
　参加者からは、「さらに理解を深めていきたい」「大変
勉強になった」との感想が寄せられました。

 福祉課

男女共同参画講演会が開催

　１月19日、下妻市と茨城日産自動車は「災害時にお
ける電気自動車等による電力供給に関する協定」を締
結しました。
　協定の内容は、市の避難所や茨城日産下妻店で電気
自動車（EV）を蓄電池として使用し、被災者を支援する
ものです。
　茨城日産の財

ざい

前
ぜん

昭
あき

秀
ひで

常務取締役は、「電気自動車は避
難所で蓄電池として使っていただける」と話していま
した。 　　　　　　　　　　　　　　  消防防災課

茨城日産と災害協定

　地域活性化起業人として、小
お

笠
が さ

原
わ ら

康
こ う

さんが着任しま
した。任期は令和６年２月１日から令和９年１月31日
までです。
　地域活性化起業人とは、総務省が推進する制度で、
三大都市圏の企業社員が、ノウハウや知見を活かし、
地方自治体で業務に従事することで、地方への人の流
れを創出できる制度です。
　着任した小笠原さんは、「市内外から応援したいと思
われる地域づくりを目指してふるさと納税の活性化に
取り組みます」と意気込みを語りました。  企画課

地域活性化起業人が着任

　１月25日、下妻市とフジパン株式会社下妻工場と「災
害時等における救援物資提供に関する協定」を締結し
ました。
　協定の内容は、市内での大規模災害発生時に、フジ
パン株式会社下妻工場からの物資の提供により、被災
者を支援するものです。
　フジパン株式会社の谷

たに

原
はら

敏
さとし

下妻工場長は、「救援物資
を提供させていただくことで、少しでも被災者の力に
なれるよう協力したい」と話していました。

 消防防災課

フジパンと災害協定

左から小笠原さん、菊池市長

左から谷原工場長、菊池市長

左から馬場工場長、菊池市長

左から財前常務取締役、菊池市長

千代川公民館ステージ
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　このコーナーでは、市内在住の１〜３歳までのお子さんの写真に、ご家族のコメント
をつけて紹介しています。誕生日など、思い出の１ページとしていかがですか？
　ご希望の方は、【秘書課・シティプロモーション係 ☎４３―２１１２】までご連絡ください。

猪
い の

瀬
せ

 臣
う

汰
た

ちゃん
　とても活発で元気いっぱ
いな臣汰くん！
　家族の宝物♡
　歩いたり、お喋りしたり、
出来ることが沢山増えて日
々成長しています。
　臣汰の笑顔にいつも癒さ
れてるよ☆
　これからも臣汰らしくす
くすく育ってね♪

島
し ま

田
だ

 耕
こ う

一
い ち

ちゃん
　ぼくが好きなものは、働
くくるま。消防車も救急車
もショベルカーもみんな大
好き。だって、かっこいい
んだもん。でも、もっと大
好きなのは冷蔵庫。のどが
かわいたときも、小腹がす
いたときもいつも冷蔵庫を
開けに行くんだ。だって冷
蔵庫にはぼくの食べ物がた
くさん入ってるんだもん。
パパ、ママたくさん食べて
もっと大きくなるね。

　

私
は
２
人
の
娘
と
夫
の
４
人

家
族
で
す
。
も
と
も
と
下
妻
市

に
嫁
い
で
き
て
あ
ま
り
人
に
言

え
る
趣
味
は
な
く
、
知
り
合
い

な
ど
も
い
な
い
状
態
で
し
た
。

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
成
長
記
録

を
残
す
た
め
に
ア
ル
バ
ム
作
り

を
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
で

写
真
を
撮
り
た
く
な
り
、
今
で

は「
写
真
撮
影
」が
趣
味
に
な
り

ま
し
た
。
カ
メ
ラ
は
撮
れ
ば
撮

る
ほ
ど
奥
が
深
く
、
正
に
沼
に

は
ま
っ
て
い
る
状
態
で
す（
笑
）

休
日
の
度
に
近
隣
の
写
真
ス
ポ

ッ
ト
や
旅
行
に
子
ど
も
を
連
れ

て
撮
影
に
行
き
ま
す
。
可
愛
い

子
ど
も
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る

時
は
疲
れ
た
自
分
の
癒
し
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
日
々
の
中
で
マ
マ

友
と
の
繋
が
り
や
自
然
豊
か
な

下
妻
の
風
景
は
今
で
は
当
た
り

前
と
な
り
、
自
分
に
と
っ
て
の

地
元
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
頑
張
っ
て
撮
っ
て
い
る
写

真
、
大
人
に
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
「
か
わ
い
い
写
真
あ
り
が

と
う
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
ら

い
い
な
。

vol.218前回登場の延
のぶ
嶋
しま
貴
たか
子
こ
さんからの紹介

「
家
族
と
過
ご
す
大
切
な
時
間
」

みん な ギ ラリ　
From SHIMOTSUMA

の ーャ

上
う え

原
は ら

 亜
あ

紀
き

子
こ

さん（赤須）

もみの木保育園 みんなともだち

　友達といろいろな事を経験し、泣いたり、笑ったり、
喜び合ってきたひまわりさん。
　一緒に過ごしてきた日々は宝物。小学校が別々にな
ってもずっと友達…という思いを作品にしました。今
まで出会った友達、これから出会う友達も大切にして、
楽しい小学校生活を送ってほしいと願っています。

▲

ひ
ま
わ
り
組
の
皆
さ
ん

掲載希望の方は
　　　　　こちらからお申し込みください！

○大会名：第45回城南近隣地区親善大会
　団体名：スマイルキッズ
　種　目：バレーボール
　結　果：優勝
　実施日：令和６年１月20日（土）

○大会名：令和５年度茨城県小学生バレーボール
　　　　　支部別大会県西支部大会
　団体名：スマイルキッズ
　種　目：バレーボール
　結　果：優勝
　実施日：令和６年２月３日（土）、４日（日）
　上位大会有り：令和５年度茨城県小学生バレー　　　
　　　　　　　　ボール新人大会
　　　　　　　　（２月17日、18日）

さ
わ
や
か
リ
レ
ー
は
今
月
号
を

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ご
登
場
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
に
は
ご
協
力
を
賜

り
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ひまわり組 担任 佐藤先生から

人
恋
ふ
る
思
ひ
の
あ
り
て
日
脚
伸
ぶ

犬
ふ
ぐ
り
ど
っ
し
り
ど
ん
と
筑
波
山

大
雪
の
予
報
地
平
は
朝
焼
け
の

異
様
な
ほ
ど
の
赤
に
染
ま
り
き

か
ら
か
ら
と
乾
き
し
木
の
葉
地
を
走
り

パ
ト
カ
ー
の
音
突
然
き
こ
ゆ

被
災
地
の
雪
も
っ
た
り
と
積
も
り
ゐ
て

壊
れ
ゆ
く
な
り
家
も
心
も
き
っ
と

生
き
て
在
る
日
々
の
楽
し
き
一
つ
と
し

娘
と
語
る
晩
の
厨
で

残
飯
を
糊
に
せ
し
母
豊
か
な
る

今
つ
つ
ま
し
く
吾
が
慣
い
と
す

　
　
短
　
歌

菅
谷
　
勝
彦（
加
　
養
）

神
郡
　
　
貢（
高
道
祖
）

倉
田
　
淑
子（
　
原
　
）

神
郡
　
亜
佐（
高
道
祖
）

関
　
千
代
子（
下
妻
乙
）

中
久
喜
　
和（
下
妻
乙
）

高
橋
　
京
子（
坂
本
新
田
）

　
　
俳
　
句
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月 西
２ 火 １歳児相談（Ｒ５.4生まれ）10：00〜10：15 西

２歳児歯科健診（Ｒ４.２生まれ）13：15〜13：30
３ 水 西
4 木 ことばの教室（予約制）13：15〜 西
5 金 ５か月児健診（Ｒ５.10生まれ）13：15〜13：30 赤
6 土 西
7 日 菊山胃腸科外科医院　 ☎４４－２０１４ 友
8 月 ママサロン（予約制）13：30〜15：30 西

パパママクラス（予約制）13：30〜15：00
9 火 古

10 水 前期離乳食教室（予約制）９：45〜10：00 西
11 木 すくすく相談（予約制）13：30〜 西
12 金 すくすく相談（予約制）13：30〜 赤
13 土 ５歳児キッズ（予約制）13：00〜 西
14 日 まつだこどもクリニック　☎３０－５５５８ 赤
15 月 小児リハビリ（予約制）13：30〜 西
16 火 古
17 水 ５歳児キッズ（予約制）15：00〜 西
18 木 セット健診（健診＋胃がん）（予約制）８：00〜11：00 西
19 金 セット健診（健診＋胃がん）（予約制）８：00〜11：00 赤
20 土 西
21 日 坂入医院　☎４３－６３９１

セット健診（健診＋胃がん）（予約制）８：00〜11：00
22 月 セット健診（健診＋胃がん）（予約制）８：00〜11：00 西

ことばの教室（予約制）13：15〜
23 火 古
24 水 西
25 木 健康づくり教室　8：45〜11：15 西

１歳６か月児健診（Ｒ４.９生まれ）13：15〜13：30
26 金 ３歳児健診（Ｒ３.１生まれ）13：15〜13：30 赤
27 土 西
28 日 浅田医院　☎４４－３９５７ 友
29 月 中山医院　☎４３－２５１２ 西
30 火 西

　休日在宅当番医　午前９時30分〜午後４時

　小児救急当番医
　月 ･ 火・水・木・金・土曜日：午後６時〜午後11時
　日曜・祝日・年末年始（12月29日〜1月３日）：午前９時〜午後４時
　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行なっています。
　受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。
　Please call the following contact in advance when you want to have a 
　consultation to the doctor.
　　西…茨城西南医療センター病院（境町２１９０）☎０２８０−８７−８１１１
　　友…友愛記念病院（古河市東牛谷７０７）☎０２８０−９７−３０００
　　赤…古河赤十字病院（古河市下山町１１５０）☎０２８０−２３−７１１１
　　古…古河総合病院（古河市鴻巣１５５５）☎０２８０−４７−１０１０   

　茨城子ども救急電話相談
　※すぐ受診させた方がよいのか、様子をみても大丈夫なのか不安な
　　ときは、ご相談ください。
　実施時間帯：24時間365日
　プッシュ回線の固定電話・携帯電話からは局番なしの『♯8000』
　すべての電話から☎０50−5445−2856

　茨城おとな救急電話相談
　※すぐ受診させた方がよいのか、様子をみても大丈夫なのか不安な
　　ときは、ご相談ください。
　実施時間帯：24時間365日
　プッシュ回線の固定電話・携帯電話からは局番なしの『♯7119』
　すべての電話から☎０50−5445−2856

 健康づくり課　☎43−1990　  44−9744
健康カレンダー

※場所の記載がないもの＝下妻保健センター

◆行政相談
時　４月５日（金）午後１時30分〜午後３時30分
所　下妻公民館 ２階 研修室

　秘書課　☎４３－２１１２　 ４３－１９６０
◆人権相談
時　４月５日（金） 午後１時30分〜午後３時30分
所　下妻公民館 ２階 小会議室

　福祉課 人権推進室
　　☎４３－８２４６　 ４３－６７５０
◆こころの健康相談
時　４月10日（水）午後１時〜午後４時
所　下妻市役所 １階 相談室 １−４

　福祉課　☎４３－８３５２　 ４３－６７５０
◆消費生活相談
時　月・火・木・金曜日（毎週）
　　午前９時〜正午・午後１時〜午後４時30分
　　日曜日（４月28日）午前９時〜正午
所　下妻市消費生活センター
　　（市役所 ２階 商工観光課内）

　下妻市消費生活センター
　　☎４４－８６３２　 ４４－９３７０
◆納税相談

【夜間納税相談】
時　４月４日（木）・18日（木）
　　午後５時15分〜午後７時

【休日納税相談】
時　４月28日（日）午前８時30分〜午後５時
所　下妻市役所 １階 収納課

　収納課　☎４３－８２７４　 ４４－９４１１
◆法律相談
時　４月９日（火）・16日（火）・23日（火）
　　午後１時30分〜午後３時30分
　　※事前予約必要（当日不可）
所　下妻公民館 2階 小会議室
　　※相談開始時間は、状況により遅れる場合があります

　下妻市社会福祉協議会
　　☎４４－０１４２　 ４４－０５５９

１／4

人　口
　男
　女
世帯数

41,594人　　　（−  27）
21,096人　　　（−    8）
20,498人　　　（−  19）
17,311世帯　　（＋  17）

都合によりスケジュールが変更となる場合がありますので、ご了承願います。

今月の表紙
大宝八幡宮での節分祭での一枚。
空を舞う福豆とお菓子に、参拝者は夢中で手を
伸ばしていました。

April4 月

Health calendar

４月１日〜４月30日

お詫びと訂正　令和６年２月号の広報紙について
広報しもつま令和６年２月号に掲載した内容について、誤
りがありました。お詫びして訂正いたします。

７ページ「３R 促進ポスターコンクールで小学生が入賞」
本文中
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